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INTRODUCTION 


ず は 表紙 の 大 員 武 さん の 笑顔 を ご 覧 下さ い 。 

これ は シャ イ な 彼 の 精 一 杯 の 微笑 み だ と 思 

いま す 。 オー スト ラリ ア で の 実験 の 大 成功 で 

濾 に 乗り 、 次 世代 超 音速 技術 を 精力 的 に 育 
て て いこ うと いう 決意 の 微笑 み と も 言え を ます ね 。 その 構想 
も 本 文 に あり ます 。 


さて 、 2 機 の H-IIA、 1 機 の M-V の 打ち 上 げ を 1 か 月 の 間 
に 立て 続け に 成功 させ て 意気 揚 が る JAXA。 打 ち 上 げ の 際 
の 打ち 上 げ チ ー ム を 中 心 と する 生き 生き と し た 次 を グラ 
ビア 風 に 楽し ん で いた だ きま す 。 


に 軌道 に 送っ た | だ いち 」 が 順調 な 滑り 出し を 見 せ て 
いま す 。 本誌 の 真ん中 に ある グラ ビア で 、 富 士 山 の 圧巻 の 
画像 を ご 覧 下さ い 。 また 、「 だ いち 」 を 起点 と し て これ か ら 
展開 され て いく 防災 の 課題 と 宇宙 活動 の つなが り を 、 担 
当 の 小沢 秀司 さん に 聴き まし た 。 人 々 の 暮らし と いのち 
を 守る た め に 献身 し た い JAXA に と っ て 、 非 常に 重要 な 課 
題 で す 。 ア ジア 防災 セン ター の 荒木 田 さ ん の お 話 と と も に 
熟読 し て くだ さい 。 


3 人 の 若手 飛行 士 (古川 際 、 星 出 彰 彦 、 山 崎 直 子 ) が 、 訓 
練 に 一 応 の 区 切り を つけ 、 ミ ッ シ ョ ン ・ ス ペ シ ャ リ スト と し 
て の 認定 を 受け まし た 。 星 出さ ん に 、 3 人 を 代表 し て 話 を 
きき まし た 。 夢 いっ ぱい の 若者 た ち 一 一 応援 したい です 。 


JAXA 発 足 以来 、 地 道 に 活動 を 
積み ト 上げ て き て いる 産学 官 連携 
部 の 活動 の 中 か ら 、 広 範 な 活動 
領域 を も つ 好 評 の |「 宇宙 オー プ 
ン ラ ボ 」 の 活用 に つい て 取材 し 
まし た 。「 宇 宙 の し きい を 下げ る 」 
こめ に 活躍 する 人 々 の ナマ の 姿 
を 見 て いた だ きま し ょ う 。 

さあ いよ いよ 新しい 年 度 の 始ま 


り で す 。 今 年 度 も JAXA's を よろ 
し く お 願 いし ます 。 
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sn 会 人 生 の 84JFJAO 上 手 し 孔 り 


トー 


お ける 
星 画像 情報 の 
必要 性 と 
荒木 田 勝 


防災 対策 
継続 の 重要 性 


アジ ア 防 災 セ ンタ ー 主 任 研究 員 


] 


ノ 石 ニ 
促 


記 GSG 選 肢 世 を へ KK ト さ 人 
抽 守 めし 思 " 舞 半 マ ーKG 計 
管 恵 忘 杜 械 G 人 トー ペ め 案 眉 %S 
誤る し ha6n い し? NTJ て 補 直 
am に lx ある KeLk 三 が ざん 肖 に 
くろ X] を りり 信 選 思 人 ゴ SQS 
ロロ の 一 屋 巡 記 コロ の うろ い 
JUSHNE0 い あぶ た だり 語 0 だ さ パ 
下ろ 至 会 ど し 補 4S 二 唱 壮 
い 全 JCtJAJ9 部 刻 つ お ろう 
we っ *6dY 6 お 7 人 総 2JG_6 い 各 
杏 病 を や ヘ ネ ー 写 章 生 S 鐘 之 
る る に: も SYS たく た 5001 で 3 と IEIGSG6 
P め 舞 衛 称 近 る 0 つ お 7 マ スマ 
3 江 薄 了 し 3 人 SS の で 公選 
学 衣 り 妃 沙 村人 で の し 56 家 人 尼 
SR 々 6 組 居士 べ 避 則 宣 0 本 


る 
意 


立 さ れ 、 各 国 関係 機関 の 防 価値 ある 「 情 報 ] と し て よう や く 意 


災 専 門 家 の 交 流 、 防 災 情 報 の 収 


寺 な どの 付加 情 


まし た 。 防 災 担当 と 宇宙 開発 の 人 
る よう に な る こと が 先決 で し た 。 


間 と の 基本 的 な 立脚 点 や 思い 込み 
つい て 意見 交換 し 、 相 互 に 理解 し 


ば 被災 人 口 の 推 

報 が つく こと に よっ て 、ADRC メ ン 
に 

へ 、 

口 


造物 名 称 、 幹 線 道路 、 可 能 で あれ 

バー 国 の 災害 対策 本 部 で 使え る 、 

味 を 成す と いう こと を 説明 いた し 
え 


ジア 防災 セン ター は 、 ア 
ジア 地域 レベ ル で の 多 
国 間 防 災 協 力 を 推進 す 
の 協力 機関 と し て 、 ア ジア 


4 
JAXA が 今回 の 「 だ いち | 画像 


いま す 。(http://www.adrc.or.jp/) 


る 中 心機 関 と し て 1998 年 に 神戸 
集 ・ 提 供 、 多 国 間 防 災 協 力 に 関す 
る 調査 研究 な どの 活動 を 行っ て 


の 


の 配 f 


に 


S9 和 神 会 付 X9J 昭 の レスポ 了 " 粘 
くり 7 妥 主 乱 り 信和 芽 証 才 入 
公 王 つう 8 の し 店 紫 和 垢 " 握 漂 中 
巡 水 引 会 QS 紋 福 G 忌 め 維 
結 つ お 澄 家計 G 加 思 走 
下り CO うい 6 宜 祝 倒 下 避 0S% つ 
完 ? 加 お yo[ 和 る 3Q] 多加 の ーー 
性 ^ 世 こと ロ の 8 選 の お 演 家人 @ 
過多 6 定 四部 纏 直 園 0Q り 8 記 
光り 司 寺 の 宗 宰 ぐ 翌 光 宮 宮 構 図 
AK ホ 82J5SKJG 抽 中 G 王 も 劉 
編 つ せろ っ JP アス お 6 

※ 較 角 ※※ 陣 エー ペ 

NIS ここ PT は EEUEHPKY ニ ECH 
皿 し 忠 押 G 路 尽く マー に し G 型 藤 虫 京 皿 咽 人 
ー ぶ G 洋 天 了 半 EiyJN ロ 6 で mm 公 補 
由 示 唱 表 by%h 財 環 圧 認 G 由 福 回 堺 swe 
下 思 ? つ ママ や 昌 吐 臣 結 で " 


宇宙 
認 


宇宙 に 対す 
と 思い ま 


だ 


け で は な く 、「 だ 


だ 


T 画 通り 3 年 は 稼動 し 


役立つ と 期待 し て お り ま 
と な く 、 後 継手 を 上 げ て 、 


継続 し て ほし い の で す 。 継 続 する 


「 だ いち 」 は 確か に わが 国 が 国 


頼 に つなが る の 


= 
旨 


て いた だ きた いで すし 、 単 発 で 終 
す 。 それ が 長期 ビジ ョ ン の 柱 の 1 
つ に 「 防 災 」 を 立て た JAXA へ の 


と に よっ て 、 防 災 対 策 ( 


す 。 し か し それ 
の 定着 に な り 、 さ ら ( 


いち 」 に は 
わる 
る 


アプ ロ 
ー チ し て くれ た の は 、ADRC が 持 際 頁 献 で きる 衛星 で あり 、 防 災 


ー 


いち ] の 画 


と 感謝 し て いま す 。 
だ 


いち ] 画像 を 使っ た 防災 対策 


だ 
られ て 終わ る だ け で ある と 申 


し 上 げ ま し た 。 防 災 に 携わっ て いて 


だ 


[ 
に つい て は 、 最 初 JAXA は と に か く 


迅速 性 を 重視 され 、[「 


ー 


災害 対策 本 部 で は 使わ れず に 壁 技術 が 効果 的 で ある と いう 


交 
時 
浅 
9 
1 
Im 
て 
NN 
い 3 
) 
ュ J 
較 
人 
RI 
い 


像 を 配布 する こと が 重要 で ある と 
思わ れ て いた よう で す が 、 そ れ で は 


画像 の 読み 取り 能力 が ある 人 間 は 


防災 セン ター (ADRO)【 
ほとん どい ませ ん 。[: 


し て くれ た の 


【 


の 向上 の た め に 活動 し て いる 


期待 で あり 、 ア ジア の 災害 対策 
ADRC か ら の エー ル で す 。 


だ いち 」 が 撮影 


加工 する の は も ちろ ん 、 


ーー 


し た 被災 地 の 画 像 デー タ を 理解 で 
さら に 被災 範囲 や 場所 名 、 重 要 構 


きる よう ( 


この 冬 JAXA は 、 鹿 児島 県 の 2 つの ロケ ッ ト 
大 型 ロ ケッ ト を 3 機 、 打 ち 上 げた 。1 月 24 日 【 
陸 域 観測 技術 衛星 | ALOS( だ いち )」 を 大 陽 
2 月 18 日 に は 同 9 号機 が 運輸 多目的 衛星 新 2 史 | 


選 己 三 , 静止 トラ ンス ファ ー 軌 道 
そし て 4 日 後 の 2 2 月 22E 


和志 


茂 の * 


く 
| 全 LOS 震 ち 上 げ の な し 星 訪れ 5? 義 ン 
JAXA 放 送 (イン タ な て た 生計 
、 ER SS 義 よ が 和 和 如 間 ユ し 連 お 
ーネット な ど で ラ イブ 放送 を いつ 還 還 きも る 続 題 5 
され た ) に レポ ー タ ー 役 で 持 あ ささ を 名 た 拍 で 打 を 3 親 
初出 演 。 事 前 の VTR 収録 モ か 続 儲 まし す 大 ち す 連 集 
で NG を 出し まく っ て し ま ノ そ と 事 わ の だ たき ば 部 舎 
いま し た 。 メデ ィ ア の みな けち ひ 計 りつ 借 取 成 れ お の 
さん の 大 変 さ が よく わか り に れ と く 評 号 だ 頼り 了 困 先 
まし た 。 この 恥ず か し い 経 ま に % れ も る ち 回 上 当て げ 生 
験 を 、 今 後 め さ に 箱 際 も も 5E ま が 
に 役立て た いと 思い ます | 
種子 島 広報 担当 の 土屋 早 優 理 さん て っ の 番 ち ク の こ 凡 に こ て 
く た 職 還 出 を 由 還 れ 
る ご 員 表 し 用 ら で だ を る 2 
だ = を 禁 意 い 証 更 を 。 ? 
ィ タク 還 有 測 国 じ し で きま 説 還 9 / 
か ま ン う ぉ 耳 手 と ど て で 東 X は は る 『 
「』 殺 場 も 見 て きた べ を か 人 方 に 書 も 京 A 現 よ と La に 
修 テラ ン の MA さん に 本 と が 人 ヽ か が ら 事 S 坦 ば ご ぞ 
救 わ りな が ら 準 備 を 重ね | 六 電 末 れ た 務 親 師 の 0 " 和 
て 孔 み ま し た が 、8 号 機 で 5 人 る 財部 け まう 
は 打ち 上 げ 60 分 前 か ら 衛 タ 。 上 還 還 還 し の と ど | 
ム 嗣 まで ょ ら 一 明 の うら 充 が ま 業 電 て デ 特 い 。。 点 
0 且 っ く 所 話 持 ス 別 う で 
< 過ぎ 去っ て し まい まし 志 
た 。 所 長 と か 理事 と か が そ ) 
ば に 座っ て も いま すし 、 精 - 
神 的 に いっ ぱい いっ ぱい で 
し た 。 で も 9 号機 に な る と 、 か 
イヤ ホン か ら 入 っ て くる 情 @ に こ で 
報 を 聞き な が ら 、 今 何 が 息 に ュ wogao 
こっ て いる か 、 映 像 や スト の 月 24 日 午前 10 時 38 分 、 種 子 島 宇 
ー リ ー を 思い 浮か べ 、 ま わ 軍 セ ンタ ー か ら 林 ち 上 げ ) 。 < 撮影 
り を 見 わた す 余裕 さ え 生 ま 委 0 大 野 博 昭 カ メラ マ 
まれ まし た 。 実況 担当 は 今 記 E 2 1 っ 


回 が お そら く 最 初 で 最後 
と な る で し ょ う が 、 ほ ん と 

うに いい 経験 が で きま し た ] 
打ち 上 げ 実況 の 日 本 馬 ア ナウ ン 
ス を 担当 し た 、 入 社 3 年 目 の 種子 
島 管理 課 ・ 広 瀬 優 さん 


場 で 旋回 し な が ら 待機 する うち 雲 
が 流れ て き て 、 最 初見 えて いた 発射 
台 が 見 えな く な っ た 。 構 図 を 考え て 
上 昇 し 最終 的 に は 高度 4100m あ た 
りか ら 撮 っ た 写真 が 掲載 され まし 
た 。 ダ メ も と で の 挑戦 だ っ た の で す 
が 、 社 外 の みな さん か ら 反 響 が 大 
きく びっ く り し まし た 。 

最 影 窓 は 機体 の 左側 だ け で 、 待 機 
の 旋回 に 1 周 5 分 か か る 。 し か し 川 
品 悟 機長 の 計算 どおり 、 雲 か ら 出 
て くる 位置 も 、 タ イミ ング も ピタ リ 。 
機長 の 放っ た 絶妙 の セン タリ ング 
に 頭 を 合わ せ た だ け の ショ ッ ト な ん 
で す ( 笑 ) 」 

(写真 提供 読売 新聞 西部 本 社 ) 


日 本 初 、 POMINMI 
大 型 ロ ケッ ト 3 連 続 成功 


宇宙 セン ター は [| 種子 島 」、 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 は 「 内 之 浦 」 と 略記 し ます 。 


| 置 還 近 は ライ ブ 中 継 を 
破 見 に 来る お 客 様 る 
目 が 肥え て き て 、 リ フト オ 
レー で に Me クボ シン クシ ルコ ラウ 
拍手 が 出 な いん で す 。SRB- 
A 分 離 や SSB 分 離 な ど 、 節 
目 節目 で 小さ な 拍手 、 そ し 
て [| 衛星 分 離 ] の アナ ウン 
ス で 大 き な 拍 手 で 会 場 が 
沸く ん で す 。 質 問 の レベ ル 
も 高く 『 宇 宙 に つい て 詳 し 
い 方 』 が 増え た な 、 と 実感 
し ます ね 」 

東京 丸の内 の 情報 スペ ー ス 
“JAXAi" ス タッ フ の 高橋 真理 子 
さん 


較 AXA 内 外 で の 調整 

は 0Gl 胃 だ 
が 、 追 い 風 が 吹い て いま し 
た 。 機体 へ の エコ マー ク の 
掲出 も その ひと つの 象徴 
で ララ クジ NR イタ ー ジ SI 缶 
品 イ メー ジ の 向上 に 宇宙 を 
利用 し た いと いう 企業 が 
増え て いる ん で す 。 連続 成 
功 と いう 強い 追い 風 を 受 
け 、 広 報 ・ 宮 伝 の 分 野 た け 
で な く 人 研究 開発 の 分 野 で 
も 、 こ れ ま で お つき あい の 
な か っ た 企業 の 方 と 協業 
を 実現 させ て いき た いと 思 


っ て いま す ] 

カシ オ 計 算 機 や NTT ド コモ や 
goo な ど 、 民 間 企 業 に よる | だ い 
ち 応援 団 」 の 組織 づく り に 首 走 し 
た 産学 官 連携 部 の 上 村 俊 作 さ ん 


記者 席 か ら 見 渡し た 種子 島 宇宙 セ ンタ ー 
(パノラマ 撮影 ) 


| ミッ ショ ン が 200 ギ 
が バト ほど に な る 
ロケ ッ ト の 整備 デー タ を モ 
ニタ ー し 蓄積 する 、 内 部 の 
情報 ネッ トワ ー ク と スト レ 
ー ジ の メン テ ナ ン ス を 担当 
し て いま す 。 8 号機 は 10 月 、 
0 に 整備 組み 立 
塔 に 入っ て いま すか ら 
el は 1 か 月 間隔 で す 
*、 私 の 担当 部 分 で 言え 
夫 3 か 月 間 同 時 に 2 本 の 
ロケ ッ ト の デー タ を 記録 し 
続け た と いう こと に な り ま 
す 。 いわ ば 3 か 月 間 2 番 組 
同時 録画 で す ( 笑 )。 この デ 
ー タ は 将来 も 参照 され 、 ロ 
ケッ ト の 整備 作業 に 役 立 
て られ ます 。HL-IIA ロ ケッ ト 
の "信頼 性 "の 一 部 を 支え 
る 仕事 が で きた と 思っ て い 
ます ] 
ロケ ッ ト の 整備 デー タ の 保守 に 携 
わる 種子 島 技術 課 の 小林 悟 さん 


「m 員 も 喜ん だ し 、 地 
元 の みな さん に も 

避 ん で も ら え た 。 それ を 見 

る の が 一 番 嬉し か っ た ]」 

内 之 浦 、 種 子 島 の 両 射場 を 統括 

する 鹿児島 宇宙 セン ター・ 園 田 昭 

眞 所 長 


か っ た りす る ん で 
9 号機 の 打ち 上 ば げ 後 
に 、 小 さ な 山 火事 が 起き ま 
し た 。 プロ ッ ク ハ ウス の 中 
か ら 放水 銃 を リモ コン 操作 
し て 消 そ うと し た が な か な 
か うま くい か ず 、 消 防 ヘ リ 
に 出動 し て も ら っ て 消火 
し 、 ホ ッ 。 無 事故 で 連続 打 
ち 上 げ を 終え られ て よかっ 
で _ | 
種子 島 射場 安全 課 の 岩元 毅 さ ん 


「 号機 (H-IIA) で は 気 

を 緩め る こと が で 
きま せん で し た が 、9 号 機 
2 記 かつ で 、 こ 68S で の ) 人 
生 で 初め て と いう くら い の 
開放 感 を 味わい まし た 。 
Y+2 (打ち 上 げ 2 日 後 ) に 
っ と 休み が と れ て 、 爆 睡 。 
で も も っ と ホワ イト カラ ー 
の 仕事 か と 思っ て いた ん で 
す が 、 ロ ケッ ト 打 ち 上 げ が 
こん な に 体育 会 系 の 仕事 
だ と は 思い ませ ん で し た 。 
な に し ろ 24 時 間 勤 務 の 明 
ES 
ち 上 げ ” に 繰り 出し ちゃ う 
MI 
ARCO( 身 場 管制 官 補佐 ) を 初め 
て 務め た 、 種 子 島 射場 運用 課 の 
野中 玲子 さん 


「 - 由 の 4 号機 か ら 実 
H 況 放送 を 担当 し て 
いる の で 、 今 回 が 10 回 目 と 
11 回 目 に な り ま す 。 すっ か 
の EN ジン 2 だ の 9 語 40 
る ん で す な が 、 今 も 毎回 口 か 
ら 心 臓 が 飛び 出 そ う な ほ 
ど 緊 張 し て いま す 。 実は 上 
が り 性 な ん で す 。 で も ロケ 
ッ ト だ か ら “ 上 が っ て "いた 
ほう が いい の か も ( 笑 ) 」 
英語 アナ ウン ス を 担当 する MA さ 
ん (本 人 の 希望 に より イニ シア ル ) 


「/ 藤 さ ん は ALOS( だ 
伊 いち ) の 、 打 ち 上 げ 
が 伸び た の で 休暇 の 延長 
会 社 太 申し 出 た と と ろ 、 
に か く 見 届け て 来い !" 
と 逆 に 激励 され た そう で す 
よ 。 で も 出張 を 控え て いた 
の で 、 延 長 は ほん と うに ギ 
リ ギ リ だ っ た よう で す 。 種 
子 島 に 7 日 間 滞在 し て 隅 
か ら 隅 まで 見 尽く し 、 そ の 
最後 に 打ち 上 げ を ナマ で 見 
て 味わっ て いた だ く こ と が 
で きま し た 。 打 ち 上 ば げ を 見 
逃し た 残念 顔 で な く 、 見 届 
けた 満面 の 笑顔 の 伊藤 さ 
ん を 見 送る こと が で き 、 私 
も ホッ と し まし た | 
「 だ いち 」 命 名 者 と し て 打ち 上 げ 
見 学 に 招待 され た 蒲郡 市 の 伊藤 
龍一 さん の 、 現 地 で の アテ ンド 
( 接 遇 ) を 担当 し た 菅原 満 さん 


大 うい えば 、 地 元 の 内 

之 浦 の 人 と 接する 
と き に 、 妹 庄 是 環 を 語 屋 上 9 
し た こと が な いで すね 。 そ 
れこ そ を 「 お お すみ 」』 の 頃 か ら 
関わ っ て いま す が 、 時 間 が 
不 規則 で 、 緊 張 の 連続 で 、 
わが まま を 言う われ われ を 
地元 の みな さん は 受け 止め 
て くれ る 。 これ が 無形 の 財 
94W(G 53 ウル ogg 
い に 年 は と り ま し た けど ね ] 
宇宙 科学 研究 本 部 で ASTRO-F 
(あか り ) の 熱 設計 を 担当 し た 宇 
宙 科 学研 究 本 部 助手 で 、 ロ ケッ 
ト 実験 班 の 大 西 晃 さ ん 


射 点 の 遠隔 カメ ラ で 撮影 され た 、 
リフ ト オ フ 直後 の H-A ロ ケッ ト 9 
号機 。 シ ー ケ ンス で は リフ ト オ フ 後 
10 秒 に 設定 され て いる 、SSB( 固 
体 補助 ロケ ッ ト ブ ー ス ター) 第 1 ペ 
ア の 点火 直前 の ショ ッ ト 。 ノ ズル か 
ら 煙 が 出 始め て いる の が 分 か る 。2 
月 18 日 午後 8 時 27 分 、 種 子 島 宇 
宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 げ 。 

⑥ ロ ケッ トシ ステ ム 株 式 会 社 


ンー メー デメ 


「』 -IA6 訪 簡 只 は SRB- 

A の 抽 較 較 六 し た の 
で 、 昨 年 0 導 記 織 の 打ち 上 
太 成 功 叶 無休 件 中 嬉 し か 
た 放 回 の 2 回 の 打ち 上 
げ 成 功 で 、 組 織 と 技術 の 
総合 衣 を が ポ 絢 正 が で きた 
き 思 WW ま 信頼 央 復 を ひ 
才 の と 感じ まあ ね 。 と く 
紀 9 骨 機 の 整備 催 で は 、 
体 が 覚え を で いる と で も 言う 
の で し ょ うか 、 作 業 の 錬 度 
が 上 が り ト ラブ プル も 少な か っ 
たれ を 毎回 続け 、 信 頼 


を 勝ち 得 た いと 思い ます ] 
H-IA ロ ケッ ト の サブ プロ ジェ ク 
トマ ネー ジャ ー、 中 村 富 久 さ ん 


「 < 司 松 間 の 牧 諸 機 橋 か 
ら 週 語 側 の 定期 船 
"小笠原 2 縛 還 靖 呈 まで 25 
時 間 。20A の 孝 叶 が レー 
ダー 設備 や テレ メー タ 受 信 
設備 な の 整備 テス ト に 
当たり | 準備 衣 喘 整え て 打 
ち 上 上 を 待ち まじ し た 。HL-IA 
リア ト オ ラ か ら 5 分 あま り 
Ii で Ga の 上 上 宅 を 通過 し ます 。 
私 た ち が 種 子 島 か ら 片 道 
2 泊 8 目 か りう て きた 距 
離 を 、5 分 な ん で すね 。 無 事 、 
火 の 追跡 局 に 受け 渡し 、 
ホッ 。 今度 は 外国 の 局 に 行 
っ て みた いで すね 」 
入社 1 年 目 、 種 子 島 射場 運用 課 
の 久保 博 さ ん 


「p 手 知 っ た る 古巣 の 
種子 島 に 、 手 伝い 

に か り 出 され た り も し まし 
た が 、 基 本 的 に 相模 原 か ら 
来 た まみ な さん と いっ し ょ に 、 
内 之 浦 で 広報 の 仕事 を 担 
当 I し SLL2 邊 。 

9 号機 (H-IIA) の 打ち 上 
げ を 見 届け て 種子 島 か ら 
や っ て きた 報道 の みな さん 
も "この まま 上 が る だ ろう "、 
実験 赤 も "この まま 行け る " 
と いう 雰囲気 の 中 で の 、 成 
功 で し た 。 初め て 見 た M-V 
は 迫力 が あり まし た し 、 い 
い 経 験 を させ て も らい まし 
た 。 その 後 、 セ ンタ ー の 代 
表 電 話 に 、 佐 賀 県 あたり か 
ら も 『「 見 えた よ 、 あ り が と 
う 」 と 電話 が か か っ て き て 
窒 し 引 ] 
半年 前 に 種子 島 か ら 内 之 浦 へ 赴 
任 し た ば か り の 内 之 浦 総務 ・ 園 田 
静 さ ん 


「。 ケッ ト 主任 と し て 関 

わっ た の は この 冬 
が 初め て 。 ヒゲ も 剃り まし 
た し 酒 も 断ち ませ ん で し た 
が クン を か の いだい いえ 
ば 、8 号 機 の 打ち 上 ば げ の 日 
に 着 て いた 同じ 赤い ボロ シ 
ャ ツ を 、9 号 機 の 打ち 上 げ の 
還 居 ちや 着 iQ⑱ だ た と うく 
らい で す 。 種子 島 に 来 て い 
る と き は あま り 家 族 と は 連 
絡 を と ら な いん で す が 、 打 
ち 上 げ の 翌日 に 私 が 新聞 
に 出 た の を 見 て 、 米 子 に 住 
む 81 歳 の 母 が 女房 に 電話 
し で を くら その で で 
H-TIA ロ ケッ ト の ロケ ッ ト 主 任 、 
遠藤 守 さん 


「』 ち 上 ば げ 成功 で 、 嬉 

し い の は も ちろ ん 
な ん で す が 、 赤 ん 坊 が 生ま 
れ た の と 同じ で “これから 
ちゃ ん と 育っ て くれ る だ ろ 
うか "と いう 心配 も 半分 で 
し た 。 初 期 運用 に 多少 手 
間 は か か っ て いま す が 、 手 
間 の か か る 子 ほ どか わい い 
と いい ます 。 元 気 に 育 っ て 
くれ そう で 、 これ か ら の 活 
躍 が 楽し み で す 」 
ASTRO-F( あ かり ) の 保安 主任 
を 務め た 、 宇 宙 科 学研 究 本 部 赤 
外 ・ サ ブ ミ リ 波 天文 学研 究 系 の 
中 川 貴 雄 教授 


日 本 初 、 
大 型 ロ ケッ ト |3 連 続 成功 の 意義 


「a ち 上 ば げ を 見 届け た 
立川 理事 長 の 一 行 
が 、 実 験 琲 を ね ぎら っ て ま 
わる の を 案内 し まし た 。 ロ 
ケッ ト 班 、 ラ ンチ ャ ー 班 、 電 
気 、 制 御 、 タ イマ ー、S] 、 テ 
レ メ ー タ ー 玉 と それ ぞ れ を 
・。 征 労 の 乾杯 で は 東 
京 に 向け て 発つ 直前 まで 、 
理事 長 み ず か ら お 酒 を つ 
いで 回 っ て いた と 聞き まし 
た 。H-IIA が 成功 、 成 功 と 
き て 、 最 後 が MV で し た か 
ら 、 全 部 うま くい っ て ホッ 
用 し 詩 し 総 | 
宇宙 科学 研究 本 部 の 稲 谷 芳文 教授 


「。 少 手 の か か る 部 分 
も あり ます が 慎重 
に 運用 し 、5 月 羊 ば ざら い 
22 ーー ドイ ダー ジグ 補 一 
般 に 公開 し よう と 思っ て 
いま す 。 楽し み に し て いて 
くだ さい | 
ASTRO-F (あかり) の プロ ジェ 
クト マネ ー ジ ャ ー、 宇 宙 科 学研 
究 本 部 の 村上 浩 教授 


較 LOS( だ いち ) の 現 

場 と JAXA 役 員 と 
関係 省庁 の 調整 役 に 入り 、 
プレ スリ リー ス の 案 文 を 作 
成す る な どの 仕事 で 打ち 上 
げ と 運用 に 関わ っ て いま 
す 。 感 激 し た の は 「PRISM] 
の 初 画像 。 雲 1 つない 状況 
で 語 士 山 一 清水 港 を 写し 
取っ た すばらし いも の で し 
た よほど 目 ど ろ の 征 い が 


[ は M-V ロ ケッ ト も 5、 
6、8 号 と 3 連続 成功 
な ん で す よ 。 打 ち 上 げ ウ イ 
ンド ウ も 30 秒 と か 言っ て ま 
し た が 、 実 質 は ワン ポイ ント 
な ん で す 。 その タイ ミン グ で 
打ち 上 ば げ 、 極 連 道 に る 衛星 
を 運べ る と いう 世界 唯一 
の 性 能 を 持っ た 固体 ロケ ッ 
ト な ん で す 。 だ か ら こ る そ 絶 
対 に 失敗 で き な い と の 冬 
の 3 連続 打ち 上 げ の 、 ト リ を 
任 さ れ だ ん だ と 思い ます 』 
打ち 上 げ の 数 日 前 、 内 之 
浦 の 農協 か ど 台 風 に 耐え 、 
大 雪 に めげ ず に 育つ た タン 
カン な 26 きま し だ 。 作 


て と 中 が た ア 声 上 両 と 衛 ら リッ エケ 
IS LT 2 IS が げに も 星 れ の ト 業 ツ 実 | 良かっ た 人 が チー ム に いた ょ っ と すっ ぱく で 甘い 地元 
も て で うど 宮下 イネ 地 ち 入 を 東 イ サ 交 8 げ は の で し ょ う 、 お 天道 様 が 与 の 応援 が 身 に 浸 み まし た 。 
: 軌 た の と ルム ア 球 約 っ て た エロ ブ で 号 の 筆 ” えて くれ た ナイ スシ ョ ッ ト ペン シル に 始ま る 50 年 の 歴 
価 間 上 前 な ス 中 に を 2 の 見 拉 和 者 だ っ た と 思い ます 。 プレ ス 喝 を 、 こ こ で 受け 継ぎ 、 発 
が 回 部 で た 呈 信 選 周 後 た よし 松 こ ロ う 打 を い リリ ー ス で 強調 し た か っ た 展 さ せ て いき た いと 思っ て 
更 り 品 具 に 委 経 し 店 の う 邊 伏し し て や 央 3 部 分 が 、 製 道 で も ちゃ ん と いま す | ' 
る 信 折 た 名 名 由 双 星 あ ト 生 究 て 了 げ 陸 連 取り 上 げ ら れ て いて 、 感 激 M-V ロ ケッ ト プ ロ ジェ クト マネ ー ジ 
ほ 号 全 ち 旨 浮か x か 中 さ 室 打 重 回 < 編 ミ ら と ャ ー の 森田 泰弘 教授 

ま を が の 制 か ら り ら 8 る 継 ん の ち し 同人 M 打 が よみ が えり まし た ] 

の 放 衛 手 室 び 届 カ の 打 の た ミ 上 代 口 東 V ち ALOS 追 跡 管制 隊 ・ 情 報 連絡 班 

o 時 | の は E い の 寿 5 画 らち ミリ 7 や 京 日 員 の 長澤 輝明 さん 

え の 気 常 | つ 記 的 た の い 含 に た きび も を 動 
も 

ネ レー 9 デコ 

だ 成 問 宿 格 ム すべ と て 兄 ば し 何 ち 宏 生 た の 生 

9 人 貞 信人 トレ 人 ル ま 千 2 る ん た 記 ん 了 o 
CI が な る が か ふら 星 下 ん 紀 た ち 事 た 

色 最 た け あ い 勝 あの こ 選 の に の も 直 有 鈴 ち 

9 の (の) 蘭 ま 叶い に の ) 直 ちの の ち 

大 ご ら る の ② つ そろ と や 打 多 製 が 接 茅 と 声 た は 

の れれ 連 だ の あぁ の ア ゃ く 作 打 戸 侯 同 の め 味 

意 こ た 続 と きる で 「 守 が や ち を る じ 表 に わ 

義 そ 組 い た " き 弓 了 と 関連 上 聞こ よ 稽 電 つ 

と が 款 半 う る よ は わ 用 けけ と うん 語る 

は 今 を は ス かま まり が NG 

言 回 元 さ ポ 勝 徴 っ そ て で 務 人 で 歓 ら 話 


朝焼け の 桜島 の 背後 か ら 上 昇 する 
M-V ロ ケッ ト 8 号 機 。2 月 22 日 午前 6 
時 28 分 内之浦 宇宙 空間 観測 所 か 
/ ら 打 ち 上 げ 。 鹿 児島 県 総合 教育 セン 
ター の 前 田 利久 さん が 鹿児島 市 内 か 
ら 撮影 。 (撮影 提供 : 前 田 利久 氏 ) 


「 だ いち 」 搭 載 の パン クロ マ 
チッ ク 立 体 視 セ ン サ ー 
(PRISM) で 、2 月 14 日 の 10 
時 30 分 頃 に 観測 され た 富士 
山 の 画像 で す 。 
PRISM の 異な る 角度 の 各 
画像 で 高 さ 情 報 を 出し 、 そ 
の 上 に 直下 視 画像 を 重ね 合 
わせ て 鳥 肛 図 に し まし た 。 


画面 で は 、 手 前 は 甲府 盆地 
で 詳細 な 町 並み や 道路 、 河 
川 の 様子 が 見 える と と も に 、 
中 央 右 よ り に は 本 栖湖 、 そ 
の 奥 に は 冠 雪 し た 富士 山 と 
山頂 へ と 続く 富士 スバ ル ラ 
イン の 様子 を 見 る こと が で 
きま す 。 こ の 鳥 賊 図 で は 高 
さ を 2 倍 に 強調 し て いま す 。 


SSDTNG いよ りさ 


※ ジ 測 池 烈 査 寺 6 諸 付 宮 
紳 ー ご の の に 計り KK ペーー つ つつ 
崇 16 褐 押 光 G 営 直 破 へ ロ 
ミン 公民 細 KG 豚 % 巡 対 季語 油 丈 団 
weddF NSCAgN つ トト SG 層 村 3 
弟 池 つつ 49 いろ 走 4JKJSO 公 人 宙 必 
い お ぐ し お "の 叶 本 会 た し 部 記 薄 
志 ロ の ローーG 宜 次 望 で 雇 
共 いら ご の 叶 り 幼 コ 回 艇 に 畠 党 
こつ 尺 梨 / 忌 雪 守 記 忠 証 
り 秀 庄 相 全 ロ ター 公選 愉 器 ^ 選 
ゴロ 盾 に SG9 ス 心 求 誤り 交 - で ら 
36 つ お 7 だ 会 中 血 党 民国 G 著 軍 
29355 AKI ト さ G 懇 旦 箇 人 選 
く 7 の 時 全 償 ど ン 呈 " 細 Q 回 @ 
NECGSEmWECTIPSISN こ 2 

郊 欠 G 豆 KW ン 心 や し の 
SS6 つ お 5 8 智一 和 
ー リ a65@SHK 選 御 品 型 下 測 詳 寺 
送り Ak の 所 逐 莉 泥 狼 ぐ 衣 封 ず 
ぐ 部 刻 * 球 赴 ^ 社 社 國 G 綻 寺 
36 条 箕 守 人 QK ネ ーー つつ 7 よび J 公 
点 皇 ke 好 回 史 忠 応 つ いじ 央 業 つじ 
っ ン ぐ し 本 公課 Jp38G 掲 @ 
羽生 POn ス 心 肛 突 会 庄 つ 2 会 
る 愉 J 会 羽生 約 御 人 S 記 ぐも 
"HASMHー ネ ペー も 壁 G つ 選 
い 丸 引 隊 / 時 時 ぐ そめ 2 得 吸 
演 人 会計 6S6 つ ポ ? 

QOS287 NNAN 和 を トロ ー 朋 
HH トミ ー ミ 還 和 トー 人 ト 独 2J 
S ぐ 玉屋 時 時 拓 に 生 Se 議 息 党 圭 ぐ 
麗 ME* 破 基 G 太 べ 王 全 ンス 
Na6 い 8 答 錠 業 @ パ 性 宗 逗 暫 
そめ ツン NG 骨 ぐ 溝 交 部 了 生 人 は J 
うり しゃ? 坦 忠 天 り 8 届く 球 記 負 
G 褒 門 洪 半 姜 下 つ お 所 人 面 志 器 


IE つろ シ 2NINI に を も こも ニル いく 8 た 
as 税 信 し こ yeG し 会 守 ⑳ つ づつ 
司 提 記 球 じ しゃ" 

oO 完 8/ 光 べ 朴 59 兆 中 
部 講 普 牌 6 聞 唐 じ ゃ " J で 淫 
部 敵 AKG 里 閉 JIDO 
中 六 罰 柚 避 個 尽 り " 拉 圭 くそ さき 旬 
下 十 の Kep ぐ し" 

J 心 つ 還 品 GpaJ)" 立 選 庫 肖 
会 に SS6 つ だ ) 押 時 松 り 3 日 へ へ 
会 如 う お ルト <m し 密 和 8 か お 多 
ぐ 固 生 ロ よ " て 本 皿 つ "ロー 
GE に 塞 り 6 に 会 xen6n り 地 糸 胡 
人 % 志 で 密 お 6 ロー 所 届 押 
時 要 G ぶ 吉 " DF く mCG 演 に 慰 潮 
S 選 し (的 余震 R 人 ト ーw ホ GS 選 蓄 7 
*Ox338 回 常陸 芋 *% じ 6 淫 選 を 朱 


x 握 製 玩 回 
時 想 ぐ 爺 結 民 測 


で 公 較 G 量 介 衣 想 拉 守 G 所 四 品 さく ミ ぐ ぐ 芯 草 和 0 っ 心 寺 の 授 枝 @ 脳 閲 唱 情 wete く マン 
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や 疲 坦 じ 0Ne 漂 功 四 こく YUAmTA 
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還 必 G 押 


1J で し @ 革 二 過 記 江 尽 パ で さめ 
取 斉 筐 公 怠 YO で つつ 玉 ? つ 人 つ 7 
較 媒 中 相 Ki ト ー へ Am し G 中 補導 
坦 を / 評 ン 雷 6t 財 電 折 中 表 
や * 素麺 震 め 押 脳 じ S で 7 廿 尾 G 
8 倍 押 つ め っ :ho0 人 S 虹 を 会 お 
利 刑 殿 G 形 回 全幅 環 G 聡 し め 計 玉 
光る tet し s" 較 朋 財 環 KI ト ー 
AA に G 地 暴 選 回 悦 枝 せき 世 性 6 
包 濾 G 黒 G 中 や 2JI JO し る っ 公 ? 
NN 如 近 し 7 上 必 求 貼 ( 揺 展 
綻 ) 革 や 悪 宗 G 葉 @ 凌 時 ら 
避 刀 会 下 46 さ で " つ そ で ュ J 求 臣 諾 似 
9 飲 提 つじ っ Hs" 


亜 尾 NT と つの 政 会 ox% 訓 公 
も 8 っ 召 回 弄 で 丸和 HHSTTK ペ ーー] 
つり っ 心 吉 む るり JS 届 醒 貞 つ 刺 財 三 
さり へ 心療 情 K 斉 ( 表 較 世 )8"y 
G 否 枝 ぬ 専 苗 つ し 中 宰 財 地 提 志 し 
直 yQ[ の nm マ 〇 エコ ヒン | (凡人 地 
る UN) 喝 下 梁 革 し p? 中 四 表 密 福 
半 G「 嘱 さ 」] ロ 臣 必 Ne へ 心 く 心 て 
ーK ロ 素 堀 晶 路 出 独 和 財 個 < く 代 
や 7 地 環 じ G 悪 嘱 G 避 幅 人 S じ 赴 
半 款 骸 下 ゴロ 由 手 つゆ 〇 り っ 心 編 
区 し p" 


中 苦い ン 斑 斉 
革 個 く へ 下 エ キー 


胡 展 表 視 SSO8 ペ 6 狂 ・ 国 
尾 @ 過 二 衣 具 諾 似 伽 じ 六 ye 
Oo 慌 べ 衝 財 地 日 往 N ヘ ハー ハ 
SI 
ご 罰 弘 「 制 で 避 買 TN ロ AH て 」 
3*ー ご ロ 据 きっ ら 到 閉 人 RG 製 
三 避 加 較 tnO7 届 HK て し 困 玩 
半幅 地 22 和 Am NG 人 想 己 培 し 
っ s" 義貴 通 弄 さ 素 8 斉 無 臨 じ し 
衣 く つぶ 芝 員 避 雇 交 4 や 尽く 昌 
問 じ p 公 ^ 揚 六 Rx 中 具 つ 
丸 財 上 責 球 本 く 局 四 窒 揚 本 中 ロ 
固 避 % 居 下村 e ホ ー:DK め 爺 提 つ 
ヤレ っ ee? 殿 環 本 し 加 咽 下 公 <Q 
選 Q 和 H 生 eyE っ 7 27 穫 AmNTK 
て ー 握 皿 ペ ビリ 守 nRtoi JJ し 幅 
半 や SG*o つ Hes"* 


的 祥 せ 細 衝 " 
鹿 弄 衣 )G 羽 坦 p 貴 壮 


「 財 環 ポ ボーNA 尼 8 そ へ 尺 
ーー て GS ミー 中 キミ さ S 直 環 
YK 記 包 生 し モー マー 仙人 ト 
ふ や K つ し 量 慌 ロ ペ メー ミト と さく 
弄 鷺 セ NeS や し 7 総 じ め 総評 し *%0 レ 
っ QoS 明史 概 悪人 じ ON0* ドー 
TA へ 8AK ト し も" ミー くく 一 仙 
けつ ママ 公 悦 信じ っ hG 否 転 を 
1J で 6 し 剛 臣 つ 丸 中 淡 GE 地 め 弄 
緯 つ レ っ ps" 

企 寺 一 下 公 QUEAYK 選 約 
長 麹 pt@8S6 央 書記 束 つつ し " 
財 恒 :UZAKK く 6 刻 聞 多 幅 淡 虹 悪 
本 GSNQ 介 半 ・ 刻 弄 倍 G 民 り 
TAHN て 飲 間 記 彰人 羽 糧 G 葵 
G 陣 眺 め 起 SN つ 刀 ? 議 弄 能 GR 
G 稔 藤 問 鷺 め ミー マー し 纏 衝 
JP J) 公 レセ 

ロ よ か て て 日 環 咽 剖 り 財 地 甘 
路 揚 淡 G 公 6G 直 8" 囲 能 中 
入 し 6 会 で で し っ ip" 避 着 県 
ご " 凡 蛋 写 引 Gd 性 貴 駐 せ 軍人 る 選 
志 む 7"Q ら の ーー 財務 けり の らら の 時 外 
ぺーSCSG 公 7 人 か し Smo ら の 舞 
外し 世 や で レ つ っ つぶ" 

1JG 凡 條 加 路 意 淡 昌 帳 更 下 m 
te.8S け 7 NN で り 周 Ne 直 地 写 皿 
ネーJK 半 半 ( 表 囲 咽 目 7 中 や へ 
1 トー ふ 陽 寺 豪 吾 ホ ーUK 地 二 遇 
虹 記 医 災 ) 選 只 つ 7 *orQ 皿 国 
国会 叫 地軸 暴 陽 半 ( ド ー ト 7 
mo の ・ 〇 の 著 ) を 一 中 ー 掲 漠 
K つ し っ ツン 泡 財 倒 夫 本 "1J6 世 
地 持 剖 剤 竹 @ 直 十 届 図 6087 
拓 つ っ つ N ヽ ャ キー 負 振 つっ 章 患 @ 
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公 <Q 幅 環 2D7AT を K 醒 必 N@K Si ト 
ト を 時 餅 め つ ン せ っ ママ 公 更 SN 
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路 れ の っ ららら 民 外 FG っ ママ <G 諾 
聞 依 由 皿 つ レ つっ ママ G 痛 回 聞 
3J 求 区 し 骨 臨 己 選 記 諾 似 旬 咽 中 
し w 革 証 爺 揚 Ne1 JJ 倒し OH6s" 
1JGQ 時 還 じ 8 ペイ GTHIIR て 公 
調 陸 トード 公 著 想 YY で つぶ" 


宇宙 オー プン ラボ 
参加 者 募集 


むつ” | 回 PJC し 半 っ 引 得 し S 
te 件 地 ぬ 刺 県 選 還 h@ 要 昧 会 補 症 * 
で し っ 6 
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ャ ペ ハ て 門外 六 S く 陽 琶 NO 
2J2ANKG 里 画 提 選 し っ ee" 


補 卓 日 開 恨 相 斉 (K 展 世 ) 7 
革 居 KI ト ー へ AA6 蘭 臣 舞 本 つ * 
環 涼 リロ ジ Ste コ ロロ 姓 束 地 岬 G 注 
半 し "| コロ m ロ 」S「 駐 岩 約 吉 寺 いり 
癌 沢 let@ 斗 画 怪 1 敵 7 章 求 ぶ Y 
ー と 6IJaJIC 角 密 尺 パ さめ 崩 楊 公 
路 マ 演 量 朋 R め る っ りつ っ 心 記 量 
公 殖 6s" 区 乱 56 叶 密 公 (0 コ m 
ロ 角 臣 G 話 似 想 店 * 上 EC し 8 で 由 
環 KI ト ー へ AN 拍 稲 下 吉 コ ロロ 
医 臣 G 臣 謝 *yS3o つ し っ Hes”* 

1J で OS 激 季 つ め 凡 人 環 し じ G 記 皿 
祥 む 悪 世 己 醒 眼 YO だ し っ te 証 じき 
Se や SG" 凡 直 2UPNK_AJ っ 
財 二 むし (UNK 選 公 江 つっ ょ 
ーKp ぷ SHele" 引 音 Ji J レ 
醒 可 つ *S 下 服 S 雷 玖 蛇 肖 計 翌 十 
し 己 選 な ht0i JAJH6 し 咽 SN し 下品 
G 中 中 て 一 AD けつ し へ っ he@G し " 


慌 員 日 半 半 針 ( 慌 環 貴 )G く へ 中 
ャ ー 政 半 じ SN「 トミ ふ マ く 朋 貼 
画 垣 下 喘 ホー*DK 7 型 党 下 豪 剖 
@ 固 悪 紀 K 首 G 恥 晶 譜 覆し 駅 M 
つ * 誤 炒 ^ 記 咽 名:QY 和 て 弄 図 し 
40H63OH6 人 昌一 K 表 己 つ し 祥 H・ 
陽 玩 Ne い NK と AT・ ホ ー:UK め 
地 陣 つつ 必 ” 屋 瑞 貴 せ 会 環 で 
32JG 午 功 守 四 倒 っ 6 し“ 井 衣 ロ 
へ お ミ さ ふ ハー4 填 SMAJ 財 枝 つ * 補 
子 朝 器 系 培 聞 G 騙 個 J 交 補導 人 K 
中 さく @ 過 攻め 息 計 つ レ っ ps" 
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OH64OH6 人 6 て NNNIN い へ とめ 
QR ゞ 篤 稚 語 本 NG1JJ し * 抽 半 四 7 
K 外 "くく 豆 諾 似 栓 庫 英 牙 莉 G べ で 
Q 公 ト Yih ト ・ 珈 枝 ・ へ むく こむ S り 
wpQ 拓 で " 近 つ っ 痢 回 @ 博 半 称 
蛋 ゴ じゃ teG し せっ 公 補 赴 つ 
し レ っ ep" 
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INFORIMIATIOIN 


最 前 


米国 フロ リタ 州 NASA 
ケネディ ー 宇 宙 セ ンタ ー に て 。 
右 か ら 立川 理事 長 (JAXA) 
グリ フィ ン 長 官 (NASA) 

ドー ダン 長官 (欧州 宇宙 機関 ) 
) 
) 


ペリ ミノ フス 長官 (ロシア 連邦 宇宙 局 
ジャ ー 長 官 代行 (カナ タダ 宇宙 上 庁 


INFO ロ RMIATIONS3 
スク ラム ジェ ッ ト 

ゝ ロロ 
燃焼 奏 の 
飛行 実験 
JAXA で は 、 先 進 型 宇宙 輸送 シス 
テム の エン ジン と し て 有望 な スク 
ラム ジェ ッ ト エ ンジ ン に 関す る 研究 
を 、1987 年 以来 進め て きま し た 。 
この 度 、2006 年 3 月 28 日 に 、 オ ー 
スト ラリ ア の クイ ー ン ズラ ンド 大 
学 に 委託 し て 、JAXA が 独自 に 研 


、 > スク ラム ジ け な J 行 と す 12 験 目 年 の 組 態 議会 宙 機 米 古 8 ナー テー ラ 
和則 科 0 だ イイ 05 て 打 A う を な / 番 プ ヽ 度 実 や で 譲 セ 関 国 で 月 会 千 計 
ッ ト 燃 焼 器 の 飛行 実験 を 実施 し 遂 ち と り 。 目 前 に 験 順 え は 告 ン の ご 8S 2 9 
MA 」 借主 は か が も 0 打ち 家人 作手 」 見 61 タン 計 呈 衣 四 る 
実験 の 目的 は 、JAXA が 高温 衝撃 を 千 今 きま | + 験 て ほ 了 シン に に N 入部 の 機 s 
風洞 に よる 地上 実験 ペー ス で 、 独 っ 箇 % る と は 才 馬 3 承 * れ 前 まき 区 参 際 開 DX 2 
自 に 研究 開発 を 進め た 履 和 江 験 。 て の 当 よ 研 は ほら 紹 9 内 は ホル を 伴 DA 狼 暫 征 旬 関 * 
料 噴射 器 ( 洞 尊 入 江 燃 料 噴射 。 き 介 ぼ に 利 困 人 外 表 答 0 ま よ S れ 手 タ タマ ス 傘 
pa ラム ジー、 ト 次 ま う な 2 上司 り し GS ま 演 條 ない アズ 
奮 ) を 用 いた スク ラム ジェ ッ ト 燃 す 開 信用 貞 兄 レ し 記者 0 た る 党 北 細 ア る 1 
焼 器 の 実 飛行 環境 で の 試験 デー "殺人 多 ま 衝 を 光 > 外人 (日 後記 な 関 「 守 日 
タ を 取得 し 、 地 上 実験 デー タ を 評 向 実 % 分 人 で が 実 番 8 本 の 形 会 長 宇宙 全 ン 


価 する こと で す 。 小型 観 測 ロケ ッ 
ト の 先端 に スク ラム ジェ ッ ト 燃 焼 
器 を 搭載 し て マッ ハ 8 近く まで 加 還 下 講 束 イン ター ネッ ト 衛星 「WINDS] | WPORMATIONg 
連 し 、 約 6 秒 則 燃焼 試 験 を 行い 、 で 開発 試験 終了 し まし た 。 開 発 | VWWINDS| 
燃焼 回 内 の 正 力 分 布 デ アー タ な ど 試験 で は 主 に 、 シ ステ クス 熱 構造 < ミ 下 鞭 全 マ 
を 取得 し ます 。 テル に よ ぁ 人 赤 計 験 や | 香 人 E 語 M 馬 本 
ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 嘩 境 模擬 試験 : = 
また 、 シ ステ ム 電 気 モ デル に よる 
通信 系 試験 が 行わ れ 、 設 計 の 妥 
当 性 が 確認 され まし た 。 写 真 は 、 筑 
流 宇宙 セン ター の 総合 環境 試験 醒 
に て 行わ れ た 、 シ ステ ム 熱 構造 モデ 
ル の 正弦 波 振 動 試験 の 様子 で す 。 
現在 は 詳細 設計 審査 が 行わ れ て 
お り 、 審 査 完了 後 、2007 年 度 の 打 
ち 上 げに 向け て フラ イト 機器 の 製 
造 や 種々 の 試験 が 行わ れる 予定 
で す 。 


ニーー ニ ーー 
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総合 環境 試験 棟 で の [WINDS」 システム 
熱 構 造 モ デル 正弦 波 振 動 試験 


ケッ ト 先 端 に 搭載 する 
スク ラム ジェ ッ ト 燃 焼 器 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 


ご 当 滞 内 と テー 


JAXA'S 


回 7 
字 宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


一 般 公開 を 行っ て いま す 。 今 年 も 、 
普段 見 る こと の で き な い 実験 施 
設 、 研 究 施設 の 公開 を 行い ます 。 
また 、 施 設 公開 の ほか 、 科 学 実験 、 
工作 教室 、 施 設 操作 体験 な どい ろ 
いろ な イベ ント も 計画 し て お り ま す 。 


どう ぞ ふ る っ て ご 来場 くだ さい 。 


な お 、 一 般 公開 の 詳細 に つき まし 
て は 、JAXA 広 報 部 、 各 事業 所 に 
た ず ね くだ さい 。 ( 各 事 業 所 の 電 放 


秋 号 は 本 誌 の 巻末 に あり ます ) 
4 月 15 日 ( 土 ) 


信 廊 田 宇宙 セン ター 10:00~15:30 
人 @ 相 模 原 キャ ン パ ス で は 、 
この 日 施設 公開 は 行わ ず 、 


14:00 一 17:30 新宿 明治 安田 生命 ホー ル 


(新宿 区 西新 宿 1.9-1) で 


「 第 25 回 宇宙 科学 講演 と 映画 の 会 ] を 計画 


4 月 22 日 ( 土 ) 


人 筑波 宇宙 セン ター 10:00~16:00 


人 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 10:00~16:00 


人 増田 宇宙 通信 所 10:00-16:00 


4 月 23 日 (日 ) 
アー 
4 月 29 日 ( 土 ) 

人 @ 勝 浦 宇宙 通信 所 10:00<16:00 
人 @ 沖 縄 宇宙 通信 所 10:00ー16:00 
5 月 20 日 ( 土 ) 


人 地球 観測 セン ター 10:00 一 16:00 


編集 制作 欠 財 団 


法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 


印刷 製本 信 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 18 年 3 月 31 日 発行 


JAXA's 絹 集 委員 会 

委員 長 的 川 泰 家 
副 委員 長 矢代 清高 
委員 浅野 眞 / 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 
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今後 の JAXA's 製 作 の 参考 に させ て いた だ きま す 。 
皆様 の ご 意見 を お 聞か せく だ さい 。 

イン ター ネッ ト に よる アン ケー ト を 4 月 30 日 まで 実 
施 中 で す の で 、 下 記 の アド レス に アク セス し て くだ 
さい 。 

https://ssl.tksc.jaxa.jp/jaxas/ 

アン ケー ト に お 答え いた だ いた 方 々 に 、 実 物 大 ペン 


ケッ ト 模 型 を 5 名 様 な ど 、200 名 様 に JAXA グ 


を 差し 上 げ ます 。( 多 数 の 場合 は 抽選 
※ お 寄せ いた だ いた 個人 情報 は 、 プ レ ゼ ント 送付 の た め に の 
し 、 そ の 他 の 目的 で 使用 する こと は あり ませ ん 。 
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航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
〒182-8522 

東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
a TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

〒181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


相模 原 キャ ン パ ス 

ョ 229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-3911 

FAX : 042-759-8440 


筑波 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 
〒891-3793 
鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
〒893-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 

TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-3811 


能代 多目的 実験 場 
〒016-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 
東京 都 中 央 区 晴海 1-8-10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 

TEL : 03-6221-9000 

FAX : 03-6221-9191 


名 古屋 駐在 上 事務 所 
〒460-0022 
愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 
| 金山 総合 ビル 10 階 

TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL : 0470-73-0654 

FAX : 0470-70-7001 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
字 大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


沖縄 宇宙 通信 所 

〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩 納 村 字 安富 祖 
金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


皇 通 信 所 

ッ グ ひな 祭り ] の 一 環 で 、 

じ 地域 の 遠見 岬 神社 の 石段 に 、 
の 雛人形 が 飾ら れ ま し た 。 

まれ 、 多 く の 人 で 賑わい まし た 。 


「JAXA は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 


宮 口 で す 。 
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東京 駅 、 画 一 ューm ョ ーmmー ョ 
東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10:0020:00・ 年 中 無休 (元旦 を 除く ) 


上 東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 二 代田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小 金沢 1 
TEL : 0224-68-3111 

FAX : 0224-68-2860 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL : 049-298-1200 

FAX : 049-296-0217 


三陸 大 気球 観測 所 
〒022-0102 


と 2 岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
- 較 「EL : 0192-45-2311 
FAX : 0192-43-7001 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 
鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 

TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


小笠 原 追跡 所 
〒100-2101 
東京 都 小 笠原 村 父 島 桑 ノ 木山 


TEL : 04998-2-2522 
FAX : 04998-2-2360 


| 海外 駐在 貞 事務 所 」 


ワシ ント ン 駐 在 貞 事 務 所 

JAXA Washington D.C. Office 
2020 K Street, N.W.suite 325, 
Washington D.C. 20006 U.S.A. 
TEL:+1-202-333-6844 
FAX+1-202-333-6845 


ヒュ ー ス トン 駐在 上 員 事 務 所 

JAXA Houston Office 

100 Cyberonics Boulevard, 

Suite 201 Houston, TX 77058 U.S.A. 
TEL:+1-281-280-0222 
FAX:+1-281-486-1024 


ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 上 事務 所 

JAXA KSC Liaison Office 

O&C Bldg., Room No.1014, Code: JAXA-KSC 
John F. Kennedy Space Center, FL 32899, U.S.A. 
TEL:+1-321-867-3879/3295 
FAX:+1-321-452-9662 


パリ 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Paris Office 

3 Avenue Hoche, 75008-Paris, France 
TEL:+33-1-4622-4983 
FAX:+33-1-4622-4932 


バン コク 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Bangkok Office 

B.B Bldg., Room No.1502 

54 Asoke Road, Sukhumvit 21, 
Bangkok 10110, Thailand 
TEL:+66-2-260-7026 
FAX:+66-2-260-7027 


〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング 2F 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 
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最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


